
～認知症の独居女性を 

在宅で看取った～ 

担当した方とのお別れ 

在宅訪問を長年行っていると患者様が亡くなる場面に遭遇します。薬局の外来と

違い、毎年何人もの患者様が亡くなります。がん末期で在宅に戻られた方には、短

い時間でもご自分の家でゆっくり安心して過ごしていただくために、精いっぱいで

きることをやってきています。短くても深く関わります。他の疾患の方は長期にわ

たり、関わることもあります。 

関わり方は、患者様お一人ごとに違います。一番短かった方は退院時カンファレン

スでお会いし、退院当日に訪問したら、亡くなられていた方です。ご自宅に数時間

帰られただけでしたが、家族は戻れてよかったとお話しされていました。 

患者様への在宅訪問の期間は３カ月から１年くらいが一番多いと思われます。終了

する理由は入院が一番多いのですが、自宅での看取りも増えてきました。長く関わ

ってきた方とのお別れは、感慨深いものがあります。 

延命は一切なしと要望 

今回の事例は２０１１年８月から関わり、7年後の９月に 93歳で亡くなられた認知

症の独居の女性です。当初は認知症も軽度で、ＡＤＬはほぼ自立でした。記憶も過

去のことはよく覚えていて長い時間お話をされ、なかなか帰れなくて困ったことも

ありました。当初よりご家族から延命のための処置は一切しないでほしいという要

望があり、本人も参加してのカンファで、それを踏まえて医療・ケアチームが動いて

いきました。 

時間とともに症状も徐々に進行していきましたが、ＢＰＳＤもあまりなく、穏やかな

暮らしでした。途中、骨折によって半年間の入院療養があり、無事に戻ってきた時、

やっぱり家がいいねと話をされていたことが思い出されます。 

亡くなる間際は要介護４となり、１カ月のうちショートステイに２週間・毎週２回の

デイサービスで外出され、ご自宅では寝ている時間が多くなっていきました。 

ＡＤＬが全介助に近い状況になって、ヘルパーさんの声掛けで座位の時間をとれる

ように工夫していました。歩行も手引きで数メートルがやっととなり、ベッドと居間

のソファが行動範囲です。食事も刻み食からペースト状になり、量も少なくなって

きて体重も落ちてきました。さまざまな介護食を試しながら、ヘルパーさんが工夫

され、私どももアドバイスをさせていただきながら食品も提供させていただきまし

た。食べ物の形に成形されたペースト状の食品で、食べると口のなかで溶けるよう
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な製品も試しました。おいしくてよくできていますが、費用が高く長く続きません

でした。誤嚥性肺炎も心配でしたので、往診の歯科医にお願いしてオーラルケアを

していただき、毎日使うスポンジの歯ブラシも供給しました。 

やがて、次第に食事・水分ともに摂取量が減ってきて、寝ている時間が長くなって

きました。そこで入院や延命の処置について、再度、家族との話し合いがもたれま

した。家族は延命処置によって元気に戻れるのならよいが、そうでないなら寿命を

全うさせたいと強く申し出られました。それはしないということで静かに見守ると

いう指示が医師より出されました。 

老衰による大往生 

私が最後に訪問したのは、亡くなる３日前でした。いつも最後に握手をして帰るの

ですが、やせてきたな、だいぶ乾燥もしているなあ、と感じました。その時も会話は

できました。女性は最後までお話が達者です。「わしゃあ、寝ているだけで退屈やけ

ん、あんたんちに連れて行かん

か、たくさん話すことあるけん」

「急には無理だから今度ね」「こん

ど来たら、連れていかんね」「また

来るからね」とお別れしました。 

長期間同じ方の在宅に関わりま

すと、チームを構成するメンバー

はずっと同じではなくなります。

ケアマネさんは事業所は同じです

が、担当の方が４名交代され、往

診医はクリニックが１回、担当医

は３名が引き継いで、訪問看護師

さんは４名の方が代わられ、最後

には訪問看護は入らない状況に

なりました。一番長い時間関わっ

ているヘルパーさんも５名ほど交

代したと思います。そのような中

で、私は薬剤師として当初よりずっと担当し、最初から最期までお世話させていた

だきました。 

ご本人から身内のように話されたり、今度ダンスをしようと誘われたり、楽しい会

話が思い出されます。亡くなるときは静かに息を引き取ったと伺いました。老衰に

よる大往生でした。 

いつまでも長く生きてほしいという気持ちはありますが、このような看取りをさせ



ていただくと、自分もこうなればいいなと思ってしまいます。元気で過ごし、少しだ

け身内の世話になり、見守られながら静かに亡くなる。そこが自宅だったら、それ

も幸せな人生ではないかと感じさせられました。合掌。 

 

本論文は、メディカ出版「医療と介護 Next」に掲載されたものです。 

そのため、一部の内容に執筆当時の情報がございます。 


